
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

学校名【 愛知県立海翔高等学校 】 

１ 実践テーマ 【 Ⅰ・Ⅴ 】  

２ 実施対象者 １～3年生のスポーツコースに在籍する生徒 

（1年：16名、2年：17名、3年：16名、計49名） 

３ 展開の形式 ⑴ 学校における活動 

① 教科名（体育：フィジカルトレーニング等の学校設定科目） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

⑵ 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

202０東京大会に向けて、オリンピック・パラリンピックへの

関心を高め、スポーツの価値や効果の再認識を通して、国際的な

視野をもって、世界の平和に向けて貢献できる人材を育成する。

また、オリンピアンから直接指導を受けることにより、食生活や

トレーニングにおける正しい知識と実践力を身に付け、競技に対

するモチベーションを高め、自己の競技力向上を図る。 

５ 取組内容 講師にスピードスケートショートトラック競技でオリンピック

に４大会出場した寺尾悟氏をお招きし、以下の日程で講演および

実技講習を行った。 

 

午前１０時００分  打合せ・準備       【校長室】 

  午前１０時５０分  開講式・講師紹介     【体育館】 

  午前１０時５５分  第１部「講演」 

  午前１１時４０分  休憩 

  午前１１時５０分  第２部「実技講習」 

午後１２時２０分  質疑応答・記念写真（集合写真） 

  午後１２時３０分  閉講式 

 

⑴  第１部では、紀元前に始まった古代オリンピックおよびク

ーベルタンが創始した近代オリンピックの歴史に触れたうえ

で、スピードスケートショートトラックという競技の特性や

寺尾氏がオリンピックに出場するまでの経緯についてプロジ

ェクタを用いて講義を行ってもらった。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

⑵  第 2 部では、スピードスケートの選手が室内で行うトレー

ニングの一部を紹介していただいた。また、寺尾氏が行ってい

た肩甲骨の可動域を高める動的ストレッチを生徒と一緒に行

った。 

 

 

６ 主な成果 

 

・ 普段会うことのできないオリンピアンに直接会って話を聞く

ことができ、東京大会に向けて関心が高まった。 

・ スポーツコースに在籍する生徒として、オリンピックやパラ

リンピックに向けて自分に何ができるかを考える機会になっ

た。 

・ スピードスケートショートトラックという今までなじみのな

かった競技について知る機会になった。 

・ 寺尾氏の今までの人生について知ることで、「自分がこれか

ら自分自身の人生をどうしていきたいか」について考える機会

になった。 

７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・ 愛知県にゆかりのあるオリンピアンに講演を依頼すること

により、生徒が親しみや身近さを感じられるように努めた。 

・ ２０２１年１月２７日（水）から３１日（日）まで愛知県

で開催される「夢！きらリンク愛知国体」についての説明を

愛知県スポーツ振興課冬季国体推進グループの協力を得て行

い、ショートトラックへの興味・関心の向上に努めた。 

８ 主な課題等 ・ スケート競技の特色から、講義中心になってしまい、実技講

習の時間があまりとれなかった。 

・ 開催時期が１１月ということもあり、生徒への寒さ対策が不

十分であった。 

９ 来年度以降の

実施予定 

今後もスポーツコースの生徒を中心に生徒がスポーツに興味

を持てるよう体育理論の時間などを活用してオリンピックに関

する学習を継続していきたい。 

 


